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回転させる装置の取り付けや，実験空間の閉塞などの理

由から，実際に飛翔しているボールとは条件に違いが生

じる． 
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ータを用いて，飛翔中のボールに働く空力係数を推定す
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ルを元に推定法

られたバスケットボールの投射軌道

値を求めることを試みた
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